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２６日間の夏季休業もあっという間に過ぎ去り、８月１７日（火）から２学期を迎えま
した。全国的な新型コロナの拡大・蔓延とともに大雨による土砂災害被害等が心配される
中ですが、２学期始業式では、宮中生の爽やかでやる気に満ち溢れた笑顔がそろっていま
した。また、３年色摩修平君、２年大木光さん、１年松浦悠真君が各学年の代表として、

２学期への決意を堂々と述べてくれました。それを聞く宮中生は、背筋をピンと伸ばし、
真剣な眼差しで耳を傾けており、２学期の活躍がますます楽しみになりました。 
式辞では、今日から９０日間に渡る２学期、体育館東側壁面に掲げられた生徒会スロー

ガン「志」を本物にするために命を吹き込むことをお話ししました。 
３年生には、進路実現や学校行事の成功などに向けてどのように向き合い、そして創志

学年として団結力と行動力を後輩への良き手本として確実に伝えること。２年生には、こ
れからの宮中を背負って立つため、どう考え行動すべきかを３年生から学び、１年生をど
う育てるか、その上で、最上級生となるための準備を万全にする２学期であること。１年
生には、改めて「文武両道」を２，３年生から学び取ること。・・・を大切にしてください。 
これらのことに共通することは「自分の殻を破る」ということです。一人一人の「志」

が大きなうねりとなって学校を創り上げられます。２３５名の大いなる成長を期待してい

ます！！ 

 

 

 

 

 

 

 この夏休み中、県中学校総合大会や東北大会が各競技会場で行われました。ほとんどが

無観客での開催となりましたが、大会報告でもそれぞれの顧問の先生方からも、「今までで

一番いいゲームであった」との話を伺うことができました。これまでに培った力や心をこ

れからに生かすとともに、その伝統を後輩がしっかりと受け継いでほしいと思います。 

 

＜県中総体結果＞ 

 第３位：男子バスケットボール 

 第３位：ソフトテニス男子個人 

    吉田蒼真・菅野俊輔ﾍﾟｱ 

（東北大会出場） 

 第３位：ソフトテニス女子個人 

    鈴木琴菜・山田蒼子ﾍﾟｱ 

（東北大会出場） 
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学力向上に向け、万全の準備を！！ 

 今日１８日（水）に、課題テストが行われ、ホッと 

一息つきたいところですが、学問こそ中学生の本分！ 

９月１６日（木）に予定されている前期期末テストに 

向けて、すぐに準備に取り掛からなければなりません。 

３年生にとっては、進路実現に直結する重要なテス 

トになります。計画的かつ主体的な姿で臨んでくださ 

い。学習指導担当の須貝先生のお話にあった、①授業 

を大切にする。②家庭学習を毎日行う。③テストには 

万全の準備をして全力で臨む。を、確実に実践するこ 

とで、必ず学力向上につながります。その上で、誰に 

も遠慮することなく、職員室でもどこでも「ねっちょ」 

に質問する宮中生の向学心に期待しています！！ 

 

これまで、育児休暇を取得されていた“佐竹祥子”先生が、この８月 

より復帰なされ、再び熱いご指導をいただくことになりました。佐竹先 

生は、続けてお二人のお子様を授かり、久しぶりの現場復帰となりまし 

たが、持ち前の明るさとエネルギッシュなフットワークで職員室にも新 

たな風を吹き込んでくださっています。

佐竹先生には、３年生の保健体育を中心にご指導をいただき、陸上部 

顧問としても活躍いただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします！！

 

 

 

 

 

 

 

【 

校
長
の
独
り
言
・・・ 

】 

あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏
休
み
も
あ
っ
と
間
に
終
わ
り
、
涼
し
い
中

で
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
日
の
二
学
期
始
業
式
で
も
お
話
し

し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
私
の
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、
青
メ
ダ
カ
の

飼
育
を
始
め
ま
し
た
。
初
め
は
数
ミ
リ
の
大
き
さ
だ
っ
た
「
チ
ビ
助
」

た
ち
で
し
た
が
、
今
で
は
２
セ
ン
チ
ほ
ど
に
・
・
・
。
心
の
癒
し
に

も
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。 

さ
て
、
八
月
十
七
日
付
の
山
形
新
聞
「
ワ
イ
ド
地
域
版
」
に
、
ミ

ニ
四
駆
を
活
用
し
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
金
山
若
者
グ
ル
ー
プ
」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
集
う
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
「
自
慢
の
マ
シ
ン
で
対
決
」
で

き
る
場
を
提
供
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
を
乗
り
越
え
て
開

催
さ
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
四
駆
と
言
え
ば
、
自

分
に
と
っ
て
も
懐
か
し
い
思
い
出
が
沢
山
よ
み
が
え
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
思
い
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

本
校
も
含
め
、
南
陽
市
で
は
「
地
域
総
合
型
教
育
」
に
取
り
組
み
、

小
中
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
力
を
連
携
・

連
動
・
一
体
化
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
総
ぐ
る
み
に
な
っ
て
人
づ
く
り

を
進
め
る
教
育
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。 

や
が
て
、
社
会
の
担
い
手
と
な
る 

宮
中
生
が
、
地
域
の
先
輩
方
の
思
い 

や
願
い
を
受
け
継
ぎ
、
南
陽
市
の
活 

性
化
の
先
頭
を
走
り
、
そ
し
て
地
域 

の
方
々
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に
育
つ 

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
お
願
い
し
ま
す 

 

連
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
も
あ
る
通
り
、
全
国
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
延
長
や
対
象
地
域
の
拡
大
も
決
定
さ

れ
、
今
後
の
学
校
・
家
庭
生
活
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

本
校
で
も
、
引
き
続
き
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
や
こ
ま
め
な

手
指
消
毒
、
換
気
等
の
基
本
的
な
対
策
の
徹
底
を
大
事
に
し

な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
家
庭
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
体
調
不
良
や
気
に
な
る
こ
と 

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

み
ん
な
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 


